
災害パターンの想定・分析について 

 
 過去の給油取扱所の給油空地における火災及び流出事故の分析、国内外の特徴的な事故

事例の調査等を踏まえ、危険性として想定される災害パターンを複数想定し、当該災害パ

ターンにおける具体的な危険性についてケーススタディを行い、安全対策の考え方の方向

性を検討する。 
 
 
想定される事故パターン（例） 

 
 
① 運転を誤って一体型給油設備に車両が衝突し、反対側に停車中の車両がガソリン火災で

炎上する危険性 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

給油設備 天然ガスディスペンサー 

天然ガス自動車 
給油設備 

給油設備からガソリンが流出 

地盤面の勾配 
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② 給油中に車両誤発進によるホースの破断、給油設備の転倒などによりガソリンが流出し、

別の車両が炎上する危険性 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

③ ノズル、ポンプ等の給油設備の不具合などによりガソリンが流出し、別の車両が炎上す

る危険性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

マルチ・ディスペンサー 

天然ガス自動車 

ガソリン自動車 

ノズルがホースから外れたり、ポン

プや満量停止装置（オートストッパ

ー）が機能しないことが停止せずに

ガソリンが流出 
地盤面の勾配 

給油設備 天然ガスディスペンサー 

天然ガス自動車 ガソリン自動車 

ホース破断部からガソリンが流出 地盤面の勾配 



④ 過剰給油等の給油行為者の故意又は過失等によりガソリンが流出し、別の車両がガソリ

ン火災で炎上する危険性  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ 車両燃料系統の破損などによりガソリンが流出し、別の車両が炎上する危険性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マルチ・ディスペンサー 

天然ガス自動車 

ガソリン自動車 
ガソリンが流出 

地盤面の勾配 

マルチ・ディスペンサー 

天然ガス自動車 

ガソリン自動車 燃料タンクが破損する等によりガソ

リンが流出 

地盤面の勾配 



→ その他、想定すべき災害パターンに漏れがないよう検討する必要があることから、全国

の消防本部及び関係団体の協力を得て、引き続き抽出・整理を行っていく予定。 

 

この他、消防本部等への意見照会で次のような災害想定上の留意点について提案があっ

た。 

 
○ 給油設備等からのガソリンの流出・延焼に伴い、天然ガスディスペンサーに設置して

ある水系の防消火設備が作動することで、ガソリンが拡散し、延焼拡大する危険性があ

る。（消火設備の見直し） 
○ 給油設備及び天然ガス充てん設備の作用領域が重なるため、双方の機器の性能（防爆）

に関する再検討が必要となる。（防爆範囲の見直し） 
○ 従業員等が高圧ガス及び危険物の両方の知識が必要となる。（従業員に必要な知識に

ついての検討） 等 


